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12 月定例会月定例会
２　第８回定例会議案を紹介２　第８回定例会議案を紹介
４　ここが聞きたい！一般質問４　ここが聞きたい！一般質問
８　みんなのスマイル８　みんなのスマイル

「いい子にします。」なもみと約束「いい子にします。」なもみと約束

小正月の伝統行事「なもみ」が１月 19 日、羅小正月の伝統行事「なもみ」が１月 19 日、羅
賀地区（羅賀青年会主催）で行われました。「悪賀地区（羅賀青年会主催）で行われました。「悪
い子はいねえがぁ」と、大声で家の中に入ってい子はいねえがぁ」と、大声で家の中に入って
くる鬼から必死に逃げる子どもたち。「いい子くる鬼から必死に逃げる子どもたち。「いい子
にします」と約束しました。（写真は、羅賀地にします」と約束しました。（写真は、羅賀地
区の山根海音さん、想貴くん姉弟）区の山根海音さん、想貴くん姉弟）
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　令和５年第８回定例会が、12 月８日から 12日までの会期で開かれま
した。村長提案の承認１件、議案 15 件は、原案どおり可決。追加提案
の同意案４件についても同意可決しました。
　一般質問は、５人の議員が登壇し、村政課題、教育課題などについて
村の考えを問いました。

上下水道事業の関連 4 条例を可決
今年 4 月から公営企業会計へ移行 12   月

定例会

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

て
（
令
和
５
年
度
田
野
畑
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
応
支
援
に
係
る
経
費
等
に
つ

い
て
、３
１
６
４
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
37
億
２
７
４
４
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
３
１
５
０
万

円
●
田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
産
前
産
後

期
間
に
係
る
所
得
割
額
及
び
被
保
険
者

均
等
割
額
の
減
額
並
び
に
そ
の
手
続
き

等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
鑑

み
、
初
任
給
調
整
手
当
並
び
に
一
般
職

の
職
員
の
給
料
表
に
つ
い
て
、
引
き
上

げ
の
改
定
を
行
う
も
の
。

●
田
野
畑
村
魚
市
場
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

田
野
畑
村
魚
市
場
が
卸
売
市
場
法
に

基
づ
く
地
方
卸
売
市
場
の
認
定
を
受
け

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
名
及
び
施
設
名

の
改
正
を
行
う
も
の
。

●
田
野
畑
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

安
全
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
、
基

準
府
令
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
追
記
す

る
も
の
。

●
田
野
畑
村
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
営
企
業
法
及
び
地
方
公
営
企

業
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
田
野

畑
村
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
簡
易
水
道
等
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

料
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

使
用
料
の
徴
収
方
法
や
算
定
方
法
等

に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

使
用
料
の
徴
収
方
法
や
算
定
方
法
等

に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　

２
億
８
８
５
９
万
５
千
円
を
追
加
し
、

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

補　
正　
予　
算

総
額
を
40
億
１
６
０
４
万
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
震
災
復
興
特
別
交
付
税

返
還
金
２
億
１
７
６
６
万
５
千
円
な

ど
●
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
事
業
勘
定
】
２
２
０
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
５
億
９
６
７
４
万
５
千

円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
修
繕
費
１
９
２
万
７
千

円
な
ど

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】
42
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
１
８
０
２
万

７
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
医
薬
材
料
費
29
万
２
千

円
な
ど

●
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
保
険
事
業
勘
定
】
１
１
０
７
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
６
５
４
２

万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
7
7
0
万
円
な
ど

●
令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

12
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４

１
５
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
11
万
８
千
円
な

ど
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議案 Pick up こんなことが決まりました 住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
物
価
高
騰
対
応
支
援
の
経

費
が
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）
で
予
算
措
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
総
合
経
済
対
策

と
し
て
「
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
決
定
。
こ
れ
を
受
け
村
は
、

対
象
世
帯
に
速
や
か
に
給
付
す

る
た
め
、
令
和
５
年
11
月
30
日

に
専
決
処
分
に
よ
り
補
正
予
算

の
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
本
件
の
報
告
を
受

け
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
世
帯

・
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯

・
家
計
急
変
世
帯

●
給
付
額

・
対
象
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円

人
事
案
件
に
同
意

●
教
育
委
員
会
教
育
長

　

藤
岡
宏
章
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
６
年
１

月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

●
教
育
委
員
会
委
員

　

畠
山
惠
美
子
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
５
年

12
月
20
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

中
村
透
氏
と
熊
谷
和
廣
氏
の
２
人
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は
、
令
和
５
年
12
月
22
日
か
ら
３
年

間
で
す
。

選　
　
挙

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充

員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
補

充
員
の
任
期
が
令
和
５
年
12
月
25
日
に

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
を
行
い

次
の
方
々
が
委
員
お
よ
び
補
充
員
に
当

選
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

　

な
お
、
12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第

14
回
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
委
員

長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
根
木
地
俊
機
氏
、

職
務
代
理
者
に
嘉
藤
正
義
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

工
藤
安
子
氏
（
真
木
沢
）

　

下
机
勝
則
氏
（
机
）

　

三
浦
鉄
郎
氏
（
島
越
）

　

上
山　

靖
氏
（
田
野
畑
）

委員長
根木地俊機氏

－菅窪－

委員長職務代理者
嘉藤正義氏

－巣合－

委員
佐々木太氏

－切牛－

委員
熊谷裕美子氏

－羅賀－

発
議
案
（
特
別
委
員
会
の
設
置
）

●
新
役
場
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

　

特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の
発
議

案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
者　

佐
々
木
芳
利
議
員

　

賛
成
者　

小
松
山
久
男
議
員

　

賛
成
者　

工
藤
求
議
員

　

な
お
、
新
役
場
庁
舎
建
設
特
別
委
員

会
の
委
員
長
に
佐
々
木
功
夫
議
員
、
副

委
員
長
に
小
松
山
久
男
議
員
を
選
任
し

ま
し
た
。

委員長
佐々木 功夫議員

副委員長
小松山 久男議員
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ここが聞きたい！一般質問
　第８回定例会の一般質問は、12 月８日に行われ、佐々木功夫議員、
畠山智議員、小野協次議員、佐々木伸議員、中村勝明議員の５人（登壇順）
が、村政運営や産業振興対策、教育行政について村の考えを問いました。
　各議員の一般質問と村長の答弁の内容を掲載します。

質問者 質 問 項 目

佐々木 功夫

◆新役場庁舎建設の検討候補地は
◆漁家と漁協の経営が厳しい中、新たな事業支援が必要では

（その他の質問）
　・村の鳥獣被害の対応策、猟友会などに対する補助等の見直しが必要では
　・帯状疱疹ワクチン接種の補助制度を設けるべきでは　

畠山 　　智 ◆新卒者の就職状況と定住対策は

小野 　協次

◆少子化対策についての村長の思いは
◆村でも小中一貫校の検討をすべきではないか
　

（その他の質問）
　・田野畑ワカメのブランド化の状況は
　・第 3 セクターの上半期の経営状況をどのように捉えているか　　ほか４件

佐々木 　伸

◆広域連携での企業誘致の状況は
◆村産業開発公社の経営課題をどのように捉えているか
　

（その他の質問）
　・東日本大震災後の避難場所と避難経路を見直す必要があるか
　・庁舎建設より一次産業の施策と支援が最優先されるべきでは　　ほか１件

中村 　勝明

◆後期高齢者医療費の負担引き上げの影響は
◆介護 3 施設と寿生苑の電気料等の区分について見解を伺う
　

（その他の質問）
　・来年度の役場組織の改編の有無と、会計年度任用職員の待遇改善の検討状
　　況について伺う
　・奨学金制度に係る返済を半額にするなど制度改正を検討すべきでは
　　ほか５件
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佐々木 功夫議
員

新役場庁舎建設の検討候補地は
村長…村有地の有効活用も選択肢の一つ
　　　メリットとデメリットを比較検討

【
問
】
新
役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

用
地
費
等
を
必
要
と
し
な
い
村
有
地

（
旧
田
野
畑
校
跡
地
）
が
最
適
地
と
考

え
る
が
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

【
村
長
】
敷
地
の
選
定
に
お
い
て
は
、

財
政
負
担
を
抑
え
る
た
め
村
有
地
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
交
通
ア
ク
セ

ス
、
周
辺
の
施
設
と
の
相
乗
効
果
、
拡

張
性
、
地
盤
の
状
況
等
に
よ
り
、
新
た

な
敷
地
を
取
得
す
る
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
検
討
委
員
会
で
は

今
後
、
立
地
場
所
や
行
政
機
能
の
配
置

に
つ
い
て
考
え
方
を
整
理
し
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
各
候
補
地
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
比
較
し

な
が
ら
適
地
が
絞
り
込
ま
れ
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
問
】
漁
業
者
や
村
漁
協
の
経
営
が
厳

し
い
中
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と
思

う
が
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

【
村
長
】
水
産
業
界
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
村
漁
協
の
経
営
状
況

は
、
水
揚
げ
高
で
前
年
比
５
割
減
と
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
新
年
度
は
、
ア
ワ
ビ
等
種
苗
放
流

の
継
続
に
加
え
、
ウ
ニ
の
畜
養
事
業
に

取
り
組
み
た
い
と
の
意
向
を
伺
っ
て
お

り
、
漁
協
、
県
、
村
の
３
者
で
の
協
議

を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

畠山 智議
員

新卒者の就職状況と定住対策は
村長…状況把握は難しいが多くは村外へ
　　　情報発信し地元回帰につなげたい

【
問
】
村
出
身
者
で
新
卒
者
の
就
職
状

況
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
村
内

に
就
職
・
定
住
し
て
も
ら
う
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
村
長
】
個
々
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

は
、
高
校
等
に
お
い
て
出
身
地
別
の
集

計
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
個
人
情
報
に
も

当
た
る
こ
と
か
ら
ら
把
握
で
き
て
い
な

い
が
、
見
聞
す
る
限
り
、
新
卒
者
の
多

く
は
、
村
内
や
近
隣
市
町
村
で
は
な
い

所
に
就
職
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。

　

村
役
場
職
員
の
募
集
に
お
い
て
も
村

出
身
者
の
新
卒
応
募
は
低
調
で
あ
り
、

勤
務
条
件
や
生
活
の
利
便
性
に
お
い
て
、

都
市
部
と
開
き
が
あ
る
こ
と
が
主
な
理

由
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
村
出
身
者
に
つ
い
て
は
、

「
い
つ
か
戻
っ
て
こ
よ
う
」、「
地
元
に

恩
返
し
を
し
よ
う
」
と
思
う
気
持
ち
は

強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
方
々
と
の
結
び
つ
き
を
強

化
す
る
た
め
在
京
田
野
畑
村
ふ
る
さ
と

会
と
連
携
し
、
現
状
把
握
や
村
の
情
報

発
信
を
進
め
、
地
元
回
帰
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
村
内
就
職
を
進
め
る
た
め
の

既
存
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、
地
場
企
業
の
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情
報
誌
の
発
行

に
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小野 協次議
員

少子化対策についての村長の思いは
村長…子育て施策の効果を検証しつつ
　　　移住・定住などの対策を講じる

【
問
】
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
村
長
の

思
い
を
伺
う
。

【
村
長
】
村
単
独
で
解
決
で
き
る
課
題

で
は
な
く
、
国
や
県
と
の
密
接
な
連
携

と
一
致
団
結
し
た
取
り
組
み
が
不
可
欠

と
感
じ
て
い
る
。

　

村
で
は
、
保
育
料
の
無
料
化
や
医
療

費
助
成
、
給
食
費
の
無
料
化
、
エ
ン
ゼ

ル
祝
い
金
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

今
ま
で
の
施
策
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
移
住
・
定
住
の
推
進
や
村
の
Ｐ
Ｒ
、

働
き
方
改
革
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て

も
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

【
問
】
小
中
一
貫
校
の
検
討
を
す
べ
き

と
思
う
が
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
令
和
５
年
度
の
村
教
育
基

本
計
画
の
「
学
校
教
育
」
の
施
策
の
方

向
と
し
て
、
幼
小
中
連
携
及
び
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
重
点
項
目
と
し
て
は
、

「
小
中
連
携
教
育
の
一
層
の
充
実
」
を

掲
げ
「
田
野
畑
学
」
を
柱
と
し
た
９
年

間
を
見
通
し
た
人
づ
く
り
を
進
め
、
学

び
の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
実
践
を

児
童
生
徒
の
実
態
を
も
と
に
深
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
小
中
一
貫
教
育
」
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
他
団
体
の
状
況
な
ど
を
参
考
と

し
、
十
分
な
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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佐々木 伸議
員

広域連携での企業誘致の状況は

村長…広域連携と情報把握に努めている
　　　雇用の場確保に粘り強く取り組む

【
問
】
広
域
連
携
で
の
企
業
誘
致
の
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

【
村
長
】
県
が
主
催
す
る
担
当
者
研
修

会
に
職
員
が
参
加
し
、
他
自
治
体
の
動

向
把
握
や
担
当
者
相
互
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
隣
自
治
体
に
出

向
い
て
企
業
情
報
、
誘
致
情
報
の
把
握

を
行
う
な
ど
、
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が

具
体
的
な
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。

　

今
後
も
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る
た

め
、
広
域
連
携
で
の
企
業
誘
致
活
動
は

粘
り
強
く
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

【
問
】
村
産
業
開
発
公
社
の
経
営
課
題

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
村
長
】
牛
乳
・
乳
製
品
事
業
全
般
の

課
題
と
し
て
は
、
原
価
高
騰
、
人
口
減

少
、
他
社
と
の
競
合
等
に
よ
る
収
益
悪

化
が
あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
、
新
商
品
開

発
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
社
が
直
面
す
る
特
有
の
課

題
と
し
て
は
、
離
職
等
に
よ
る
人
員
不

足
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
従
業
員
の

満
足
度
向
上
や
待
遇
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
公
社
の
主
体
的
な
行
動
を
求
め

つ
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
な
支
援

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

中村 勝明議
員

後期高齢者医療費の負担引き上げの影響は

村長…本村の２割負担の対象者は 68 人
　　　影響額は 1 ヶ月当たり 3463 円増

【
問
】
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
が

２
割
引
き
上
げ
ら
れ
た
影
響
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
伺
う
。

【
村
長
】本
村
の
場
合
、２
割
負
担
対
象
者
は
、

令
和
５
年
10
月
31
日
現
在
で
68
人
、
窓
口
負

担
の
金
額
は
、
入
院
、
外
来
（
通
院
）
診
療

を
合
わ
せ
令
和
５
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

７
か
月
分
の
支
給
決
定
額
の
平
均
で
１
か
月

当
た
り
47
万
９
４
２
円
で
あ
り
、
１
割
負
担

か
ら
２
割
負
担
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

影
響
額
は
、
お
お
む
ね
23
万
５
４
７
１
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
を
、

２
割
負
担
対
象
者
68
人
で
割
っ
た
１
人
あ
た

り
の
窓
口
負
担
額
は
１
か
月
当
た
り
６
９
２

６
円
、
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
額
は
お
お
む
ね
３
４

６
３
円
の
増
加
と
な
る
。

【
問
】
寿
生
苑
と
指
定
管
理
で
運
用
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
３
施
設
の
電
気
料
等

が
按
分
さ
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
村
長
の

見
解
を
改
め
て
伺
う
。

【
村
長
】
高
圧
電
力
を
受
電
す
る
た
め
の

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
同
一
敷
地
内

に
複
数
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
既
に
あ
っ
た
寿
生
苑
の

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
使
用
し
て
き
た
経
過
が
あ

る
。
な
お
、
電
気
料
に
つ
い
て
は
、
総
合
保

健
施
設
と
寿
生
苑
で
分
け
て
支
払
っ
て
お

り
、
区
分
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

議会のはてな？
～用語の解説～ 専

せん
決
けつ

処
しょ

分
ぶん

　
議
決
前
に
村
が
意
思
決
定

　

本
来
、
議
会
の
議
決
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
案
件
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
・
決
定
を
受
け
ず
に

村
長
が
代
わ
っ
て
意
思
決
定
す
る

こ
と
で
す
。

　

専
決
処
分
が
で
き
る
の
は
、
次

の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
地
方
自
治
法
の
規
程
に
該
当
す

　

る
場
合

・
議
会
が
成
立
し
な
い
。

・
議
員
が
除
斥
事
項
に
該
当
し
会

議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
緊
急
を
要
し
、
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
無
い
。

・
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
を
議

決
し
な
い
。

②
議
会
が
村
長
に
委
任
し
た
事
項

　

で
あ
る
場
合

　
議
会
へ
の
報
告
と
承
認

　

専
決
処
分
を
し
た
場
合
は
、
村

長
は
次
の
議
会
で
そ
の
内
容
を
報

告
し
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
村
長
が
委
任
さ
れ
て

い
る
場
合
（
前
述
②
）
は
、
議
会

へ
の
報
告
の
み
が
必
要
で
、
承
認

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 2㌻に掲載
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12 月定例会で決まったこと

議案番号 議案名等 審議結果

承認第１号 専決処分した事件の承認について（令和５年度田野畑村一般会計補正予
算（第６号）） 承認

議案第１号 田野畑村村税条例の一部を改正する条例 可決

議案第２号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第３号 田野畑村魚市場設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第４号 田野畑村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 可決

議案第５号 田野畑村簡易水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 可決

議案第６号 田野畑村簡易水道事業等条例の一部を改正する条例 可決

議案第７号 集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 可決

議案第８号 田野畑村下水道条例の一部を改正する条例 可決

議案第９号 令和５年度田野畑村一般会計補正予算（第７号） 可決

議案第 10 号 令和５年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決

議案第 11 号 令和５年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決

議案第 12 号 令和５年度田野畑村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

同意案第１号 田野畑村教育委員会教育長の任命に関し同意を求めることについて 同意

同意案第２号 田野畑村教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 同意

同意案第３号 田野畑村固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることに
ついて 同意

同意案第４号 田野畑村固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることに
ついて 同意

選挙第１号 田野畑村選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 選挙等

発議案第 1 号 新役場庁舎建設特別委員会の設置について 可決
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藤
ふじしま

島 寛
ひろし

さん
（甲地  79 歳）

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
。
そ
れ
か
ら
、
北
山
崎
は

他
に
誇
れ
る
景
観
で
す
。

◆
村
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、
村
政
運
営
は
難
し
い

時
代
。
私
も
で
き
る
こ
と
は
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
が
、
夢
や
希
望
を

も
っ
て
活
躍
で
き
る
村
づ
く
り
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

◆
ス
マ
イ
ル
、
元
気
の
源
は

　

春
は
山
菜
、
秋
の
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
、
自
然
を
相

手
に
し
た
こ
と
が
好
き
。
そ
し
て
、
何
よ
り
お
母
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
し
て
ま
す
。

◆
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

甲
地
鹿
踊
り
の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

議会を傍聴しませんか。
 ・ 次の定例会は、 ２月下旬から３月中旬にかけ

て開催予定です。
 ・ 傍聴の手続きは簡単！　議場の入口で、 受付

簿に氏名等を記入するだけです。

あ

と

が

き

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

元
旦
の
午
後
４
時
過
ぎ
、
石
川

県
能
登
半
島
を
震
度
７
の
大
地
震

が
襲
い
ま
し
た
。
発
生
か
ら
結
構

過
ぎ
た
今
で
も
、
被
害
者
の
命
が

危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
続
き
、
孤
立

地
区
が
い
ま
だ
に
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
支
援
物
資
が
届
い
た
避
難

所
で
も
量
が
不
足
。
断
水
、
停
電

で
衛
生
環
境
の
悪
化
。厳
冬
の
中
、

過
酷
な
生
活
を
送
る
人
た
ち
に
支

援
を
加
速
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

活
断
層
が
各
地
に
存
在
す
る
日

本
列
島
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

地
震
が
起
こ
り
得
る
。
災
害
に
強

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ

と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
義

務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
前
進
の

た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

中
村
勝
明
）


